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飛鳥藤原京の発掘調査

飛鳥・藤原地域では、2000年度に 20件の発掘調査・

立会調査を実施 した。以下、主要なものについて述べる。

藤原宮関係の調査は9件。朝堂院の学術調査 (第 107次 )

は、昨年の第 100次調査区に南接する地域を対象に、朝

堂院の東第一堂北半部と東面・北面回廊および先行条坊の

解明を目的としておこなった。その結果、東第一堂は四面

に廂をもつ南北棟礎石建物だが、日本古文化研究所が復原

したような総柱建物ではなく、身合の棟通 りに柱のない通

常の構造であることが判明した。第二堂以下についても同

様と推定される。なお、東第一堂と東面 。北面回廊ともに、

建設時および解体時の足場穴を確認している。また、これ

らの下層では、藤原宮の造営に先行する2時期の条坊側溝

を検出した。ただし、四条大路以南には古い段階の条坊側

溝がなく、その施工は部分的なものであったことが知られ

る。このほか、平安時代末～鎌倉時代の宅地にともなう遺

構を多数確認し、中世の集落を研究するうえでも貴重な資

料が得られた。

東方官衛北地区の調査 (第 108-5次 )は、資材置場

建設にともなう緊急調査である。 10× 2間の東西棟建物

とそれに先行する東二坊坊間路の両側溝を検出した。この

建物は、南側に並列する3棟の東西棟建物のうち中央のも

のと東西の妻を揃えており、宮衝内の計画的な建物配置を

うかがわせる。なお、この一画には、大炊寮を含む宮内省

被官官司の存在が想定されている。

東北官衛と東方官衡北地区にまたがって実施した河川改

修にともなう事前調査 (第 108-11次 )では、南北棟建

物 3棟 と東西塀 1条、三条大路北側溝を確認 した。うち、

北側の東北官衛地区に属する2棟の建物は、桁行 8間の同

規模で、西側柱筋を揃えて南北に並ぶ。狭長な トレンチ調

査であったが、当該地区の建物配置を復元するうえで重要

な知見を得ることができた。

藤原京の調査は 4件。公衆浴場建設にともなう左京二条

二坊の調査 (第 109・ 108-7次)では、東一坊大路のほ

か、 4時期に細分される藤原宮期前後の遺構を確認した。

坪内道路により、坪を 1/2ないし1/4に分割 して使用

した状況がうかがえ、建物も小規模なものが散在する傾向

を示す。出土遺物を考えあわせると、金属製品ないし漆製

品の工房として使われた可能性が想定される。

左京六・七条二坊の調査 (第 113次)は、溜池改修に

ともなう事前調査。藤原京関係の遺構として、六条大路と

東二坊坊間路、五角形の横板組井戸などを確認した。また、

それに先行する方位の振れた建物や溝、鎌倉時代の石組井

戸も検出している。

飛鳥地域等の調査は 7件。石神遺跡の調査 (第 110次 )

は、本遺跡で都合 13回 目にあたる学術調査である。東西

方向の 2条の石組溝と東西塀からなる区画施設がつくり変

えられている状況を確認した。ともに斉明朝の区画北限と

推定されるが、天武朝には、遺跡の北限がさらに北へ移動

したことも明らかとなった。

吉備池廃寺の調査 (第 lH次)は、 5年にわたる計画

的学術調査の最終年度にあたる。金堂の南と北に調査区を

設定し、中門については、予想どおり金堂の前面に存在す

ることを確認 した。ただ、かなり小規模なうえ、位置も金

堂心から西に寄っている。したがって、西方の塔前面にも

中門をおく異例の配置をとる可能性が想定される。また、

金堂の北方では、講堂や北面回廊は検出できなかったが、

僧房とみられる大型の東西棟掘立柱建物が南北に並列する

ことが判明した。これまでに発見されたなかでは最古の僧

房遺構となる。

飛鳥池遺跡の調査 (第 112次)は、南に近接する酒船

石遺跡との関係を究明するための学術調査である。炉跡の

存在や出土遺物から、東側の谷筋に営まれた工房が南北

130m以上の広がりをもつことが明らかとなった。あわせ

て、その上流にあたる酒船石遺跡とともに、一連の排水処

理システムによって管理されていた可能性が想定され、両

遺跡の緊密な関係をうかがうことができる。

なお、発掘調査にともなう現地説明会を実施した。実施

年月日、担当者は以下の通 り。

飛鳥藤原第 107次 (藤原宮朝堂院)

2000年 9月 9日

飛鳥藤原第 110次 (石神遺跡)

2000年 12月 23日

飛鳥藤原第 lH次 (吉備池廃寺)

2001年 3月 20日

玉田 芳英

深澤 芳樹

箱崎 和久
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平城京の発掘調査

2000年度に平城宮跡発掘調査部がおこなった発掘調査は、

平城宮跡 7件、平城京跡 19件である。このうち、京内寺

院の発掘調査が 10件にのぼる。学術研究および史跡整備

に関わる発掘調査は 7件 5,008活 、住宅建設等による緊

急調査は 19件 1,736だである。

平城宮内では、第一次大極殿院の整備に関連して、その

内部を 4次にわたり調査 した。第 313次調査では、既調

査部分 10カ所に調査区を設け、座標変換にともなう基準

点の変異量を確認した。そのなかで、第一次大極殿院南門

の基壇外側に敷いた凝灰岩製敷石痕跡を新たに確認し、第

一次大極殿の復原に重要な示唆を与える成果を得た。第 315・

316次調査では、第一次大極殿院西面築地回廊とその西を

流れる宮内基幹排水路を調査し、第一次大紅殿院造営時の

極めて大規模な造成の様子を明らかにした。特に第 316

次調査では、基幹排水路の改修と、その水源である園池の

築造が、西池宮造営や第一次大極殿院全体の改造に密接な

関わりをもつという所見を得た。第 319次調査では、西

面築地回廊西北隅を再調査し、西面築地回廊の複雑なねじ

れを確認した。

東院地域では、東院園池西北に流れ込む石組み蛇行溝の

南端を調査した (第 323次 )。 この調査により、東院庭園

地区はそのほぼ全域の調査がおわったことになる。

平城京域では寺院の調査が多かった。特に興福寺では、

その中枢施設である中金堂 (第 325次)のほか、その門

跡寺院である一乗院 (第 317・ 321次 )、 大乗院 (第 318・

314-11次)の調査もおこなった。このうち、中金堂の

調査は 2001年度も継続しておこなうため、その説明は次

の機会にゆずる。

一乗院では、過去に調査されている一乗院寝殿の南側 (第

317次)と南東側 (第 321次)を調査した。第 317次では、

遣 り水遺構を検出し、文献に見える「金輪池」が震殿の前

面に存在する可能性が高 くなった。第 321次調査では、

銅破片、銅滓など銅生産に関わる遺物が出土した。また、

過去の震殿の調査で出土し、重要文化財に指定された施釉

陶器と一連のものとみられる三彩・三彩陶器が出土し、注

目される。

大乗院では、池北西部付近 (第 318次)と 旧大乗院御

所西辺部 (第 314-11次)の調査した。池北西部では、様々

な作庭技法をしめす遺構を検出した。

西隆寺では、回廊西南隅とその南側の調査をおこなった。

回廊西南隅では、回廊の礎石据付穴と瓦積み基壇外装を検

出し、回廊の規模を復原する重要な資料を得た (第 324次 )。

また、その南側では、巨大な柱を 2本立てる特殊な掘立柱

遺構を検出した (第 320次)。

寺院以外では、左京三条一坊七坪の調査をおこない、こ

の地域の土地利用の様相を明らかにした (第 314-7次 )。

なお、発掘調査の現地説明会を実施した。実施年月日、

担当者は以下の通り。

平城第 312次 (阿弥陀浄土院)

2000年 4月 15日           清野 孝之

平城第 315次 (第一次大極殿院)

2000年 7月 1日           吉川  聡

平城第 316次 (第一次大紅殿院)

2000年 9月 15日           清水 重敦

平城第 318次 (旧大乗院庭園)

2000年 11月 18日          中島 義晴

建造物の調査と研究

古代建築の調査研究

従来から継続している本研究では、一昨年度から所内の

共同研究として、これまでに蓄積された調査研究、発掘さ

れた建築部材、保存修復工事で得たデータ、現存古代建築

の観察などをもとに、細部にわたる古代建築の技法の総合

的な研究をおこなっている。当年度は木部調査を重点とし、

現存する古代建築の小屋組、架構、天丼などと、保存され

ている建築古材の調査をおこなった。

また新たに、わが国の木造建造物において初めての試み

として、三次元レーザスキャナーを用いた測量を唐招提寺

金堂で実施し、破損・変形を捉えた断面図の作成に成功した。

平城富建物復原実施にともなう調査研究

大極殿関係では、前年度に製作した五分の一構造模型と

屋根葺き実験原寸瓦葺き模型にもとづき、細部の検討をす

すめて復原案の調整をはかり、実施設計に反映させた。ま

た大極殿院では、主として南門 。東楼について、所内各分

野の協力を得て検討し、構造形式の復原考察をまとめた。



木造建造物の保存修復のための調査研究

一昨年度から7年計画で発足した 4部会からなるプロジ

ェクトで、文化庁の協力による関係機関や大学との共同研

究としておこなっている。部会 1は保存修復の体制確立の

ための研究とし、多様化する文化財建造物に対処する新た

な体制と組織の研究。部会 2は保存修復に関する考え方と

手法の研究として、過去の修復を評価するとともに、文化

財保存修復の今後のあるべき考え方、方法をさぐる。部会

3は参考となる海外の事例を調査研究する。部会 4は保存

事業にともない蓄積された学術資料の整理と保存活用方法

の研究で、文化庁ほかに収蔵された保存修復時の資料を再

評価し、今後の活用方法を研究するものである。

筈地の史跡の整備事業への助言・指導

柳之御所跡 (岩手県)、 下野国分寺跡 (国分寺町)、 新居

関跡 (新居町)、 崇高堂 (上野市)、 近江国庁跡 (滋賀県)、

春日大社社殿 (春 日大社)、 津山城跡 (津山市)、 上淀廃寺

跡 (淀江町)、 などの遺跡整備における建物復原に関する

助言・指導をおこなった。

各地の文化財建造物の修復事業への助言・指導

新宿御苑 (環境庁)、 大阪中央公会堂 (大阪市)、 泉布観

(大阪市)、 布引ダム (神戸市)、 唐招提寺金堂 (奈良県)、

今井町 (橿原市)、 備中高梁城天守等 (高梁市)、 原爆 ドー

ム (広島市)、 周防国分寺金堂 (国分寺)、 山口県旧県会議

事堂 (山口県)、 脇町南町 (脇町)などの保存修復にあたり、

助言・指導をおこなった。

歴史資料・書跡資料の調査と研究

南都諸大寺を中心に、各寺社で所蔵されている歴史資料・

書跡資料の調査研究を継続しておこなっている。興福寺で

は、昨年に引き続き『興福寺典籍文書目録第三巻』に収録

予定分 (第 61函～第 80函)につき写真撮影を継続 して

おこない、第 69画分まで終了した。撮影終了分は漸玖焼

き付け作成中で、作成焼き付けにより、日録原稿の確認を

おこなう予定である。東京大学史料編纂所と調査を共同で

おこなっている薬師寺は、木箱に収納されている 28箱分

については第 26,27画のみなお調書作成作業継続中であ

るが、それ以外の画分は調書作成が完了したので、つぎの

文書箪笥 (第 29函 とした)に着手した。箪笥には引出が

25あ り、収められている資料はほぼすべて冊子で、江戸

時代の年預所日次記等である。なお薬師寺関係では、『奈

文研年報 20001』 などに法会関係資料の伝来状況につ

いて報告した。東大寺は、収蔵庫第 4室にある未整理の聖

教文書の整理をおこない、経巻を除 く未整理聖教文書函

113箱を調査対象とした調査計画を立てた。未整理聖教文

書は、内容的には東大寺惣寺伝来のもの、塔頭や小綱職家

から寄贈されたものなど多様なものを含んでいる。2001

年度から研究課題「東大寺所蔵聖教文書の調査研究」で科

学研究費補助金の交付を受けることになったので、その補

助金も活用しつつ未整理分の目録作成を実現したい。西大

寺は、奈良県教委担当の奈良県所在古版経調査に協力して、

建仁寺版「梵網経菩薩戒本直伝」の調査をおこない、その

紙背文書を紹介した。

その他文化庁関係調査で、醍醐寺聖教、仁和寺黒塗手箱

聖教、寺から依頼を受けて石山寺知足庵聖教の調査に、参

加協力をした。なお石山寺では資料叢書が継続編纂されて

いるが、その『史料編第二』 (2000.H刊 )を奈文研現旧

所員が協力し刊行した。

また滋賀県教委実施の長命寺文書調査、奈良吉野町教委

の上田家文書調査がそれぞれ 2000年度から3カ年計画で

おこなわれることになり、その調査に参加協力をした。

所内では北浦定政関係資料の調査、写真撮影をはじめと

して、溝辺家資料、小原文庫等の写真撮影をおこなった。

埋蔵文化財センターの研究活動

全国の埋蔵文化財の調査担当者に対する研修を開催する

のみならず、各研究室、研究員がそれぞれ課題を決めて研

究に取 り組んでいる。また、各地で行われる発掘調査や遺

物・遺構・遺跡の保存事業について、地方公共団体や関係

諸機関からの要請に基づき、専門的・技術的な立場から指

導・協力をおこなっている。その中から研究活動について、

研究課題とその成果の一部を紹介する。

研究課題

遺跡 。遺物の考古学的研究 (遺物による考古史の研究 。東

亜陶資の比較研究・古代官衛遺跡等の調査研究)、 文化財

の自然科学的手法による調査研究 (動植物遺存体による環

境考古学的研究 。年輪による古気候と年代測定に関する研

究・広域遺構探査法の開発研究)、 文化財の自然科学的手



法による保存修復に関する研究 (常時微動測定による古建

築の構造と保存に関する研究 。有機質遺物の材質とその保

存処理法の開発研究・古代遺跡の保存科学的研究)、 文化

財情報システムの構築と活用法の研究 (劣化写真のデジタ

ル画像による復原研究 。文化財情報ネットワークにおける

通信法の研究 。全国不動産文化財情報システムの普及流通

に関する調査研究 。遺跡地図情報システムの開発研究)

東亜陶番の比較研究

中国河南省で三彩窯跡分布調査と地形測量をおこなった。

訪中研究者は 5名、来日研究者も5名である。

古代官衛遺跡等の調査研究

官衝関係遺跡・豪族居宅関係遺跡について調査報告書等

を約 1,000冊調査 し資料収集とデータベースヘの入力作

業をおこなった。また、研究集会「鋒帯をめぐる諸問題」

を共同実施、正倉関係木簡資料の収集作業を開始した。

広域遺橋探査法の開発研究

広域を迅速に探査する手法の開発のために、地中レーダ

ー探査を用いた方法を主体に実施。国内では、窯跡と工房

跡 (五所川原市 。青森県)、 庭園と御殿建物遺構 (姫路城・

兵庫県)、 甕棺墓 (吉野ケ里遺跡・佐賀県)な どを対象に、

それぞれ遺構の特定を試みた。海外では、イタリアでロー

マ時代皇帝の別荘において浴場と円形プール、都市遺跡に

おいて劇場跡の検出に成功した。

有機質遺物の材質とその保存処理法の開発研究

迅速かつ安定した処理法をめざし、超臨界点二酸化炭素

を用いた新規保存処理法の開発研究をおこなった。H駅 (フ

ーリエ変換赤外分光分析)法により、有機質遺物の材質分

析を進め、データベースの作成に取 り組んだ。

遺跡地図情報システムの開発研究

遺跡データベースに地図を付加するための研究をおこな

つた。当然、問題となるのはデータの入力であり、基礎と

なる資料の収集にも力を入れている。

国際学術交流

●河南省文物考古研究所との共同研究

本年度から新たに始まった事業である。河南省摯義市大

小黄冶村に所在する唐三彩窯跡およびその産品に関する共

同研究であり、メンバーには、鄭州市文物考古研究所・摯

義市文物保護管理所の研究者も加わっている。本年度は、

8～ 10月 には中国側の研究者を招聘し、 7月・ 12月 には

日本側が河南省を訪れ、現地踏査をおこない、互いに学術

交流をはかった。本年度は、次年度以降予定の発掘予定地

の地形図と窯跡の分布図の作成が主な事業である。

●環境による不動産文化財の劣化状況調査と保存修復に関

する調査・研究

苛酷な環境における不動産文化財の劣化状況の調査と保

存修復に関する調査 。研究を 2件実施している。ひとつは、

カンボジア・アンコール遺跡に関連するタニ窯遺跡群の発

掘調査とその遺構・遺物の総合的な共同研究である。あわ

せて、カンボジアの若手研究者を招聘し、発掘調査法・遺

物の調査研究法・遺跡の保存整備に関する研修・保存科学

に関する研修などを実施している。もうひとつの事業は、

チリ領・イースター島におけるモアイ石像をはじめとする

石造文化財の考古学的・保存科学的研究である。日本国内

とは大きく異なる環境条件のもとに所在する古代遺跡の発

掘調査、および保存整備 。修復に関する調査研究、すなわ

ちカンボジアやイースター島における遺跡の発掘調査や保

存修復の成果は、我が国の遺跡のみならず世界各地に分布

する遺跡の保存協力にも資することができる。

カンボジア・ タニ窯跡群については、 7月下旬から8月

中旬 (3週間)にかけて第 3次の発掘調査をおこなった。

さらに、 11月 ・ 2月 には出土遺物の調査、ならびに遺跡

の追加調査をおこなった。また、若手研究者 3名を 60日

間招聘し、研修を実施した。イースター島・モアイ石像の

素材は火山性の凝灰岩であり、その劣化状態は極めて悪い。

新鮮な部分ではその圧縮強度は80～ 150Kg/cm2程 度だが、

劣化の激しい部分では 20Kg/cm2に 満たないほどの数値を

示した。このような凝灰岩を強化する材料として、ケイ酸

エステルを基盤にしたものを用い、適宜アクリル樹脂・撥

水剤のアルキルシロキサンなどを混合したものなど6種類

を準備し、モアイ石像と同じ素材の凝灰岩を硬化し、暴露

試験を実施した。
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●爛霊寺文物保管所と爛霊寺涅槃塑像の補修に関する共同研究

胴霊寺石窟は中国の著名な石窟寺の一つであり、中国甘

粛省永靖県から南西へ約 35キ ロの黄河の北岸に位置して

いる。 1960年代に、石倉から下流へ 35キロ下った黄河

にダムの建設が予定された。水位の上がることによって、

低いところにあるいくつの石窟は全部浸水することになり、

中国政府が資金援助 して防護堤が修築された。もちろん、

一部の洞窟内の文物に対しては移設がおこなわれた。その

ひとつに大仏涅槃塑像がある。全長 9mの中国最大級の塑

像で、それは9分割されて現地から避難し、保護されてきた。

その復原修理計画が持ち上がり、その接合・復原事業に協

力することとして、修復材料の提示、塑像修復技術の交流

をおこなった。2000年 6月 4日～ 6月 8日、新補修材料

について実験結果の検討会を甘粛省博物館文物保護研究室

において実施した。検討会には、中国文物研究所科学技術部・

敦埋研究院 。故宮博物院科学技術部などが参加した。

在外研修の成果

古代の国家支配における都市と交通路に関する研究

井上和人/平城宮跡発掘調査部

文明の中心地から遠隔の地にあった一丘陵地帯に盤賜す

るローマ族が須央のうちにイタリア半島、地中海世界さら

に西欧大陸の大半を支配するに至った営力が何であったか、

それを尋ね究める旅であった。

人類が種を保持するには、数百人規模の種族集団で完結

するという。ローマの場合、おそらく飢餓に起因する種族

衰亡を避けるための行為としての略奪を契機として、集団

の殻がうち破られることになる。外圧に対抗するための防

衛 と、より有効な防御手段である先制攻撃の反復の中で、

土木技術にすぐれた能力、経験をもっていたローマ族が圧

倒的な戦闘能力を発揮しはじめた。以後の様々な歴史的紆

余曲折は当然の事ながら、ローマは自乗的に版図を拡大し

続ける。支配領域の拡大を促進し、維持を保証したのも卓

越した土木技術であり、その先端的な表れとしてのローマ

ン道路、ローマンウォールそしてローマの生活様式を完壁

に移植しようとした植民都市の建設であった。

武器・武具に関する研究

小林謙―/埋蔵文化財センター

2000年 7月 27日から2000年 10月 14日の間、連合

王国、ギリシャ、エジプ トを訪れ、主として、ギリシャ・

ローマ時代の武器・武具の変遷を辿り、日本における変遷

の要因との比較を中心に、調査 。研究をおこなった。

ギリシャにおける金属製防禦具の出土は、現在のところ、

紀元前 1400年頃まで遡るが、資料が増加するのは、紀元

前 6世紀を中心とする時期になってからである。ギリシャ

の防禦具は、基本的に、 1対 1の戦いを前提とした武装で

あった。ローマ時代になると、新たな攻撃用武器の出現に

対して、mail armorや scale armorに 替わり、strip armor

が開発される。また、長方形盾の導入は、この時期、戦聞

が個々の兵士の戦いから、集団による戦いへと変化した状

況をうかがわせる。騎兵と歩兵で、武装に基本的な差はな

く、馬を用いた戦闘も、戦車から騎兵主体に移行する。こ

のように、ローマ時代は、武装と戦闘方法において、画期

をなしていた。

イースター島の屋外に設置された暴露実験台

涅槃塑像の保存状態の調査
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海外からの招聘者一覧

●韓国 :国立海洋遺物展示館 遺物保存研究士

金 益柱///'0065-618

0アメリカ:ポートランド州立大学 人類学科教授

ケネス・エイムス/'00623～ 714

●韓国 :三星文化財団湖巖美術館保存研究所

許 佑寧/'00626～ 79

0中国 :遼寧省文物考古研究所 所長

王  晶辰//'0075-719

0中国 :遼寧省文物考古研究所 副所長

李 新全///'0075～ 719

0中国 :遼寧省文物考古研究所 研究員

李 勇軍/'0075～ 719

0中国 :中国社会科学院考古研究所 研究員

谷   飛//'00717-913

0中国 :中国社会科学院考古研究所 研究員

石 自社/'00717～ 913

0中国 :浙江大学 助教授

鄭  雲飛//'00724々 ―'02723

●チリ:チ リ国立保存修復センター 主任研究員

モニカ・バーモンデス/'0085～ 820

0中国 :河南省文物考古研究所 副所長

秦  日署光//'00821-330

0中国 :鄭州市文物考古研究所 副所長

王  夢廷華///'00821-830

0中国 :撃義市文物保護管理所長

劉 洪森/'00821-830
0中国 :河南省文物考古研究所第二研究室

副研究員

趙 志文/'00821～ 1014

0中国 :河南省文物考古研究所第三研究室

助理研究員

劉 海旺/'00821-1014
0中国 :中 国社会科学院考古研究所 所長

墾I 慶柱//'00830々 ヤ913

0中国 :中国社会科学院考古研究所 副研究員

顧 智界ノ/'00830～ 913

●中国 :中国社会科学院考古研究所 科研処

副処長

劉  凱軍///'00830-913

0イ ンドネシア :ジョクジャカルタ特別区文

化財保護局

ヌクプラセツヤ マスクール/'00918～ 922

●中国 :河南省文物管理局 副主任科員

張 慧明///'00918～ 922

0アメリカ :ネブラスカ大学人類学科 教授

ピーター・ブリー ド/'00104～ 108

●韓国 :湖巖美術館附設文化財保存研究所

研究員

姜 昌求/'001010～ 1031

●ガーナ :国立博物館 主任学芸員

オポク・アチャンポン/'001011～ '01410

●韓国 :回立慶州文化財研究所 学芸研究士

李  本日俊//'001013～ 1025

0韓国 :目立慶州文化財研究所 学芸研究士

李  恩錫//'001013-1025

0カ ンボジア :プノンペン王立芸術大学 (卒業生)

CHEA Sarith//'001016々 ヤ122

●カンボジア :プノンペン王立芸術大学 (卒業生)

Uch Kangkeva Pheakdey//'001016-122

●カンボジア :プノンペン王立芸術大学 (卒業生)

Heng Chhun Oeurn//'001016-122

●韓国 :国立扶餘文化財研究所 学芸研究室長

金  容民//'001018-1025

0ネパール :国立博物館 学芸課長

BRラワット/'001020～ 1031

●韓国 :日立文化財研究所長

趙 由典/'001030～ 113

0中国 :映西省考古研究所 保衛科長

竪J 換学//'00116´ ヤ1118

0中国 :映西省考古研究所 編集室長

李 自智/'00H6～ 1118

0中国 :映西歴史博物館 助理研究員

羅  黎/'00H6～ 1118

0中国 :映西歴史博物館 唐墓壁画研究中心画家

衰 継軍/'00H6～ 1118

0中国 :中国甘粛省博物館 文物保護部 副部長

張 建全/'00H6～ 1120

●ミャンマー :文化局考古部員

Daw Sanda Khin//'00118々 V1220

0中国 :国家文物局博物館部 科技教育処・科員

刀 道隆//'00118々 ヤ1223

●アメリカ :ス ミソニアン研究機構 材料研

究教育センター主任研究官

パメラ バンディバー/'00121～ 12H
O中国 :文物研究所 文物保護科技中心副主任

縮 益民//'00125～ 1219

0韓国 :国立文化財研究所 学芸研究士

李  鐘勲//'001212-1227

●韓国 :国立文化財研究所 学芸研究士

申 熙櫂/'001212～ 1222

●韓国 :国立慶州文化財研究所 学芸研究官

金  聖範//'001212´-1218

●韓国 :国立慶州文化財研究所 学芸研究士

黄 仁鏑/'001212～ 1218

●カンボジア :ア ンコール遺跡保護地域整備

当局 調査員

Ea Darith//'001218-1226

●アメリカ :ニ ューヨーク市立大学 クイー

ンズカレッジ 助教授

牧原 美紀/'001218～ 1226

●ドイツ :チュービンゲン大学 先史・古代

史 。中世考古学部 教授

ハンスピーター・アープマン/'0118～ 210

0ア メリカ :フ ロリダ州立大学 教授

グレン・ ドラン/'0119～ lH
●韓国 :園光大学校 人文学部 副教授

獲 完奎/'01115～ 614

●アメリカ :ス ミソニアン研究機構 フリア

ーサックラー美術館 主席研究員

チェイス 。W・ トーマス/'01125～ 29

●韓国 :忠南大学博物館 研究員

韓 辰淑/'01131～ 23

●アメリカ :ジョージワシントン大学人類学

科教授/ス ミソニアン研究機構 国立自然史

博物館研究員

AIson Brooks//'0128-313

●アメリカ :デーバー大学 考古学部 教授

Lawrence B Conyers/'01214～ 218

●イギリス :ケ ンブリッジ大学地球科学学科

客員研究員

Immo Trinks/'01214～ 225

0イ タリア :国立文化財応用技術研究所

ローマ支部 主任研究官

Salvatore Piro//'01214-223

●オーストリア :ウ ィーン大学 考古科学研

究所 教授

Wolfgang Neubauer/'01214～ 220

0フ ランス :パリ第 6大学 応用物理学部

助教授

Iヽichel Dabas//'01215～ 220

0韓国 :湖巖美術館保存科学研究所

許 佑寧///'01220～ 223

●韓国 :国立扶餘文化財研究所 所長

在 孟植/'01223～ 225

0韓国 :国立全南大学校 助教授

白 志星/'01223～ 225

0中国 :遼寧省文物考古研究所

呂 学明/'01224～ 324

0中国 :映西省考古研究所 所長

韓  偉//'01319～ 328
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奈文研研究者の海外渡航一覧

●沢田 正昭 :中国

'0045～ 413/中 国・クムトラ千仏洞遺跡

調査 (ミ ッション)のため 先方負担 ユネ

スコ北京事務所

0高妻 洋成 :チリ共和国・アメリカ合衆国

'00423～ 56/過酷条件下にある文化財の

保存修復に関する現地調査と資料収集のため

海外文化財調査等外国旅費 (異なる環境条件

下における不動産文化財)

●黒崎 直 :韓国

'00523～ 527/日 韓初期都城の形成と発

展過程に関する調査研究及び資料収集 海外

文化財調査等外国旅費 (都城)

0小林 謙一 :韓国

'005.23～ 527/日 韓初期都城の形成と発

展過程に関する調査研究及び資料収集 海外

文化財調査等外国旅費 (都城)

0西村 康 :イ タリア

'00529～ 615/アルチナッツォ遺跡及び

フォーラムノビューム遺跡における地中レー

ダー探査 科学研究費

●肥塚 隆保 :中国

'0064～ 68/痢霊寺石窟大仏涅槃塑像の

修理に関する日中共同研究 科学研究費

●黒崎 直 :中国

'0067～ 611/中 国遼寧省文物考古研究所

との共同研究に関する打合せ及び調査研究 (ア

ジアにおける古代都城遺跡の研究と保存に関

する共同研究)政府開発援助海外文化財調

査等外国旅費 (都城)

0小林 謙一 :中国

'006.7～ 6H/中 国遼寧省文物考古研究所

との共同研究に関する打合せ及び調査研究 (ア

ジアにおける古代都城遺跡の研究と保存に関

する共同研究)政府開発援助海外文化財調査

等外国旅費 (都城)

0高瀬 要一 :韓国

'0069～ 615/「東アジアにおける古代庭

園遺跡の調査研究」にともなう現地調査、研

究打合せ 科学研究費

0小野 健吉 :韓国

'00.69～ 6.15/「東アジアにおける古代庭

園遺跡の調査研究」にともなう現地調査、研

究打合せ 科学研究費

0川越 俊一 :韓国

'00710～ 714/韓国出土ガラス等の資料

調査 海外文化財調査等外国旅費 (生産遺跡)

0松村 恵司 :韓国

'007.10～ 714/韓国出土ガラス等の資料調

査 海外文化財調査等外国旅費 (生産遺跡)

0花谷 浩 :韓国

'00710～ 714/韓国出土ガラス等の資料調

査 海外文化財調査等外国旅費 (生産遺跡)

0金子 裕之 :韓国

'007.11～ 713/ア ジア地域における放射

性炭素年代測定法の信頼性向上のための古年

輪資料調査のため 科学研究費

0金子 裕之 :中国

'00720～ 723/東アジアにおける生産遺

跡の調査研究協力打合せ 政府開発援助海外

文化財調査等外国旅費 (生産遺跡)

0巽 淳一郎 :中国

'007.20～ 723/東アジアにおける生産遺

跡の調査研究協力打合せ 政府開発援助海外

文化財調査等外国旅費 (生産遺跡)

0小林 謙一 :連合王国 ギリシャ エジプト

'00727～ 10,14/武器・武具に関する研究

文部省在外研究員旅費

0深澤 芳樹 :韓国

'00.83～ 810/大韓民国西部地域における

無文土器でタタキ技法の存否を検討する 科

学研究費

●森本 晋 :カ ンボジア

'0083～ 8H/タ ニ窯跡群の発掘調査 海

外文化財調査等外国旅費 (異なる環境条件下

における不動産文化財)

0高橋 克壽 :韓国

'007.18～ 722/学会参加と日韓墳墓資料

の収集 研究代表者負担 科学研究費

0杉山 洋 :カ ンボジア

'0082～ 8,7/ア ンコール文化遺産保護共同

研究現地調査のため 海外文化財調査等外国旅

費 (異なる環境条件下における不動産文化財)

0沢田 正昭 :ア メリカ合衆国 ハワイ

'0085～ 813/イースター島太平洋研究国

際会議において「イースター島。モアイ石像

の現地保存のための火山性凝灰岩保存材料の

耐候性に関する研究」の発表 科学研究費

●西村 康 :カ ンボジア

'0089～ 826/シ ェムリアップ州所在窯跡

の調査 海外文化財調査等外国旅費 (異なる

環境条件下における不動産文化財)

0杉山 洋 :カ ンボジア

'00818～ 827/ア ンコール文化遺産保護

共同研究現地調査のため 海外文化財調査等

外国旅費 (異なる環境条件下における不動産

文化財)

0田辺 征夫 :韓国

'00.8,25～ 8.29/ソ ウル、公州、扶余の都

城遺跡の臨地調査と慶州新羅王京の調査に関

わる協力についての打合せ 海外文化財調査

等外国旅費 (都城)

0木村 勉 :ドイツ連邦共和国

'00826～ 97/産業遺産の保存に関する呪

地調査及び情報収集 研究代表者負担 科学

研究費

●町田 章 :中国

'00727～ 81/GISを用いた古代都城の用

排水系統に関する統括的研究及び「21世紀

の中国考古学と世界考古学」会議出席 科学

研究費

●花谷 浩 :韓国

'00.827～ 9,9/ソ ウルおよび新羅王京 (慶州)

の調査研究 海外文化財調査等外国旅費 (都城)

0中村 一郎 :カ ンボジア

'00818～ 827/アンコール文化遺産保護

に関する研究協力 海外文化財調査等外国旅

費 (異なる環境条件下における不動産文化財)

●沢田 正昭 :韓国

'001123～ 1126/慶州文化財研究所主催

の国際学術大会における発表のため 先方負

担 韓国国立慶州文化財研究所

0肥塚 隆保 :韓国

'00H23～ 1126/慶州文化財研究所主催

の国際学術大会における発表のため 先方負

担 韓国国立慶州文化財研究所

0沢田 正昭 :中国

'0098～ 915/中 国古代壁画の資料収集 (甘

粛省博物館)唐代壁画の調査研究、並びに復

原的研究 (映西省歴史博物館・考古研究所 )

科学研究費



0肥塚 隆保 :中国

'o098～ 916/中 国古代壁画の資料収集 (甘

粛省博物館)唐代壁画の調査研究、並びに復

原的研究 (映西省歴史博物館・考古研究所 )

科学研究費

●高瀬 要一 :中国

'oO H 17～ H26/「東アジアにおける古

代庭園遺跡の調査研究」による洛陽・西安地

域における古代庭園遺跡の調査 科学研究費

●小野 健吉 :中国

'00H17～ 1126/「東アジアにおける古

代庭園遺跡の調査研究」による洛陽 。西安地

域における古代庭園遺跡の調査 科学研究費

0川越 俊一 :韓国

'00109～ 1013/出土ガラス関係資料の

調査 科学研究費

0西回 壽生 :韓国

'00109～ 1013/日 韓初期都城の形成と

発展過程に関する共同研究のため 海外文化

財調査等外国旅費 (都城)

0月巴塚 隆保 :韓国

'00109～ 1013/日 韓初期都城の形成と

発展過程に関する共同研究のため 海外文化

財調査等外国旅費 (都城)

0小池 伸彦 :韓国

'00109～ 1013/日 韓初期都城の形成と

発展過程に関する共同研究のため 海外文化

財調査等外国旅費 (都城)

●石橋 茂登 :中国

'00H4～ 127/ア ジアにおける古代都城

遺跡の研究と保存に関する研究協力 政府開

発援助海外文化財調査等外国旅費 (都城)

●蓮沼 麻衣子 :中国

'00114～ 127/アジアにおける古代都城

遺跡の研究と保存に関する研究協力 政府開

発援助海外文化財調査等外国旅費 (都城)

●千田 剛道 :中国

'001111～ 1125/ア ジアにおける古代都

城遺跡の研究と保存に関する研究協力 政府

開発援助海外文化財調査等外国旅費 (都城)

●山崎 信二 :中国

'00H20～ 1125/ア ジアにおける古代都

城遺跡の研究と保存に関する研究協力 政府

開発援助海外文化財調査等外国旅費 (都城)

●浅川 滋男 :中国

'001123～ 1127/ア ジアにおける古代都

城遺跡の研究と保存に関する研究協力 政府

開発援助海外文化財調査等外国旅費 (都城)

0高妻 洋成 :中国

'001026～ 111/過酷な環境条件下にお

ける遺構断面の転写法の開発ならびに大型出

土木製品の真空凍結乾燥に関する共同研究

科学研究費

0西村 康 :韓国

'001030～ 114/文化財研究所 (韓国)に

おいて講演および現地探査 先方負担 韓国

文化財研究所

0松井 章 :韓国

'00H6～ H16/韓国出上の動物遺存体の

観察、DNAおよび炭素・窒素同位体分析のた

めの試料サンプリングのため 科学研究費

0豊島 直博 :中国

'00122～ 1210/ア ジアにおける古代都

城遺跡の研究と保存に関する共同研究 政府

開発援助海外文化財調査等外国旅費 (都城)

●綾村 宏 :韓国

'001030～ 114/東アジアにおける生産

遺跡の調査研究協力 渡航費 :政府開発援助

海外文化財調査等外国旅費 (生産遺跡)

滞在費 :韓国国立文化財研究所

●村上 隆 :ア メリカ合衆国

'001215～ 1220/2000環 太平洋国際化

学会議 lPACIFICHEM2000)において研究発

表を行うため 科学研究費

0高橋 克壽 :中 国

'00125～ 1211/東 アジアにおける生産

遺跡の調査研究協力 政府開発援助海外文化

財調査等外国旅費 (生産遺跡)

0川越 俊一 :中 国

'00125～ 1211/河 南省文物考古研究所

との共同研究 (考古科学の総合的研究)科
学研究費

●小林 謙一 :中国

'00122～ 1210/ア ジアにおける古代都

城遺跡の研究と保存に関する共同研究 政府

開発援助海外文化財調査等外国旅費 (都城)

0牛嶋 茂 :中国

'00122～ 1210/ア ジアにおける古代都

城遺跡の研究と保存に関する共同研究 政府

開発援助海外文化財調査等外国旅費 (都城)

●巽 淳一郎 :中国

'00125～ 1211/河 南省文物考古研究所

との共同研究 政府開発援助海外文化財調査

等外国旅費 (生産遺跡)

●深澤 芳樹 :韓国

'001213～ 1216/第 9回文化財研究国際

学術学会参加のため 先方負担 韓国国立文

化財研究所

0町田 章 :韓国

'001213～ 1216/2000年 度文化財研究

国際学術大会出席のため 海外文化財調査等

外国旅費 (都城)

●井上 直夫 :カ ンボジア タイ

'00129～ 1216/ア ンコール文化遺産保護

に関する研究協力 海外文化財調査等外国旅

費 (異なる環境条件下における不動産文化財)

0杉山 洋 :カ ンボジア

'00129～ 1216/ア ンコール文化遺産保護

共同研究現地調査のため 海外文化財調査等

外国旅費 (異なる環境条件下における不動産

文化財)

●森本 晋 :カ ンボジア

'001213～ 1219/タ ニ窯跡群の調査研究

海外文化財調査等外国旅費 (異なる環境条件

下における不動産文化財)

0西村 康 :カ ンボジア

'00129～ 1217/①バイヨンシンポジウム

ヘ参加、シュムリアップ州所在窯跡の調査に

ついて研究発表すること ②上智大学と共同

してアンコール・ トム遺跡からバンテアイ・

クデイ遺跡へ基準点を移設する 海外文化財

調査等外国旅費 (異なる環境条件下における

不動産文化財)

0高瀬 要一 :カ ンボジア

'00129～ 1214/ア ンコール遺跡群・タニ

窯跡群保存整備計画立案に関する調査研究

海外文化財調査等外国旅費 (異なる環境条件

下における不動産文化財)

0舘野 和己 :イ ギリス

'001210～ 1224/大英図書館所蔵チベット

語木簡の調査 研究代表者負担 科学研究費

●沢田 正昭 :カ ンボジア

'00129～ 1214/ア ンコール遺跡・タニ窯

跡保存整備に関する調査研究 海外文化財調

査等外国旅費 (異なる環境条件下における不

動産文化財)
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●井上 和人 :連合王国 ドイツ イタリア

'0112～ 322/古代の国家支配における都

市と交通路に関する研究 文部省在外研究員

旅費

●浅ナ|1 滋男 :中国

'01212～ 219/中国における水上居住に

関する資料4叉集 科学研究費

0小野 健吉 :アメリカ合衆国

'01225～ 34/日本庭園英語辞典に関する成

果公表 (庭園考古学研究集会)科学研究費

0金田 明大 :大韓民国

'01226～ 32/C.ISを用いた古代都城の用排

水系統に関する総括的研究のための資料収集

科学研究費

●神野 恵 :大韓民国

'01226～ 35/GISを用いた古代都城の用

排水系統に関する総括的研究のための資料収

集 科学研究費

0中島 義晴 :大韓民国

'01226～ 35/GISを用いた古代都城の用

排水系統に関する総括的研究のための資料収

集 科学研究費

0小野 健吉 :ニ ュージーランド

'01311～ 322/日 本庭園用語の英訳に関

する研究協議・成果公表 科学研究費

●清水 重敦 :中国

'0135～ 325/ア ジアにおける古代都城遺

跡の研究と保存に関する研究協力 政府開発

援助海外文化財調査等外国旅費 (都城)

0吉川 聡 :中国

'0135～ 324/ア ジアにおける古代都城遺

跡の研究と保存に関する研究協力 政府開発

援助海外文化財調査等外国旅費 (都城)

0浅川 滋男 :中国

'01312～ 315/アジアにおける古代都城

遺跡の研究と保存に関する研究協力 政府開

発援助海外文化財調査等外国旅費 (都城)

0田辺 征夫 :中国

'01312～ 318/古代都城における用排水

システムのデータ収集 科学研究費

0小澤 毅 :中国

'01312～ 324/漢長安城の共同発掘調査

科学研究費

●村上 隆 :アメリカ合衆国

'01312～ 324/ス ミソニアン研究機構と

の国際共同研究「アジア地域における陶磁器

の流通に関する自然科学的研究」のための調査・

及び研究打合せ 科学研究費

0高瀬 要一 :ベ トナム

'01318～ 325/窯跡など遺跡保存状況調

査 科学研究費

0中村 一郎 :中国

'01312～ 324/ア ジアにおける古代都城

遺跡の研究と保存に関する研究協力 政府開

発援助海外文化財調査等外国旅費 (都城)

0沢田 正昭 :韓国

'01222～ 225/考古科学研究の資料収集と

研究打合せ 韓国国内遺跡出土の漆製品に関

する資料調査とその分析と保存 科学研究費

●森本 晋 :フランス

'01312～ 317/ア ンコール遺跡群関係資

料の調査 海外文化財調査等外国旅費 (異な

る環境条件下における不動産文化財)

0巽 淳一郎 :アメリカ合衆国

'01312～ 324/ス ミソニアン研究機構と

の国際共同研究「アジア地域における陶磁器

の流通に関する自然科学的研究」のための調査・

及び研究打合せ 科学研究費

0西村 康 :フランス

'01312～ 317/ア ンコール遺跡調査関連

資料収集のため 海外文化財調査等外国旅費

(異なる環境条件下における不動産文化財)

0田辺 征夫 :大韓民国

'01224～ 31/日本出土原史古代繊維製品

と関連する韓国内出土資料の調査及び集成の

ため 研究代表者負担 科学研究費

0杉山 洋 :タ イ ベトナム

'01314～ 325/バンコク及びベトナム周

辺の窯跡調査 科学研究費 海外文化財調査

等外国旅費 (異なる環境条件下における不動

産文化財)
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公開講演会

第 86回公開講演会  2000年 5月 13日

◆内田和伸 :近代における古代遺跡の保護と顕彰

明治末期から大正 8年 (1919)の史蹟名勝天然紀念物保

存法の制定までの、奈良県および京都府における古代の寺

院跡と宮殿跡の保護と顕彰について具体的状況を紹介した。

明治期には寺院の礎石を庭園の伽藍石として転用するこ

とが流行し、古代寺院跡の破壊にもつながった例もみられ

た。こうした中で明治 41年 (1908)の 大安寺西塔跡の保

存整備は最も早い時期のものであった。

古代宮跡では、明治 28年 (1895)の 平安遷都千百年紀

念祭などが契機となって平安宮、長岡宮、平城宮、藤原宮、

大津宮、恭仁宮などで遺跡の保護と顕彰がはじまり、古代

天皇制の象徴的な施設である大極殿の跡が注目された。高

揚するナショナリズムの中、明治 32年 (1899)の 貴族院

議会では皇室の権威伸張を意図した「御歴世宮趾保表ノ建

議」が可決され、顕彰に弾みがつき、明治 36年 (1903)

には長岡宮跡で大極殿遺址来拝所が新設されるなどした。

しかし、遺跡保存は地元の保存会任せで問題も生じていた。

第 8フ 回公開語演会  2000年 10月 21日

◆長尾 充 :継手と仕口 山田寺から明治建築まで

日本の木造建築技術のうち、郡材の接合法である継手と

仕口について、歴史的展開を概説した。木製部材の接合は

先史時代に遡るが、古代建築の継手と仕回は、 7世紀中葉

造営の山田寺東面回廊の建築出上部材に求めた。この出土

材はまとまった資料として最古例に属し、各部の技法は、

現存する古代建築と同等以上の技術を示す。中世には、大

仏様の見せる構造に即した形、禅宗様の装飾化に即した目

立たぬ形として再移入される。書院造りと数寄屋造りでは、

構造材と化粧材の明確な分離の上に洗練が進む。近世初頭

の城郭建築では大断面部材に中世的な技法も再現された。

近世は技術の爛熟期で、大工家伝書等は職人技を競うよう

な継手と仕口を見せる。明治初期の洋風建築も伝統技法が

支えており、特に官庁営繕記録中の建築仕様書によれば、

ボル ト等の洋風技術を採用しつつも、標準的な部位は伝統

的技法が占める。また継手と仕回の仕様を全 く記さない例

もあり、既存の技法に依存していたこと等を述べた。

◆次山 淳 :土器からみた初期大和政権

考古学の立場から政治史にアプローチする試みとして、

土器を材料とすることで集団の関係と構造に着目し、前方

後円墳の出現に象徴される初期大和政権のありかたを検討

した。まず当該期の畿内の土器について様式構造と技術基

盤、その成立過程を説明し、弥生時代から古墳時代に、む

しろ内的な要素である土器作 りの技術が外来要素に置換す

ることを指摘した。次に土器移動の問題を取 り上げ、畿内

から他地域、他地域から畿内、双方向の動きを比較検討し

た。時系列でみると両者共に、移動先や移動元の重心が西

日本から東日本へと変化することが認められた。さらに古

墳造営集落の上器の特質についても言及した。

以上の検討から、地域連合といわれる初期大和政権にお

ける集団間の関係や構造を具体的に読み取るとともに、埴

輪や古墳築造労働力などの視点を加え、吉備・山陰・東海

など他地域の集団が、等質の関係ではなく階層性をもって

構成する姿をそこに想定した。
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発掘調査現地説明会

◆ 2000年 4月 15日 (土 )

平城第 312次 (法華寺阿弥陀浄土院)

平城宮跡発掘調査部 清野

参加者 :386名 調査面積 :355だ

◆ 2000年 7月 1日 (上 )

平城第 315次 (平城宮第一次大極殿院)

平城宮跡発掘調査部 吉川

参加者 :296名 調査面積 :975∬

◆ 2000年 9月 9日 (土 )

飛鳥藤原第 107次 (藤原宮朝堂院)

飛鳥藤原宮跡発掘調査部 玉田

参加者 :500名  調査面積 :3140∬

◆ 2000年 9月 15日 (金 )

平城第 316次 (平城宮第一次大極殿院)

平城宮跡発掘調査部 清水

参加者 :400名 調査面積 :997馬

◆ 2000年 11月 18日 (土 )

平城第 313次 (旧大乗院庭園)

平城宮跡発掘調査部 中島

参加者 :165名 調査面積 :1140馬

● 2000年 12月 23日 (上 )

飛鳥藤原第 110次 (石神遺跡 )

飛鳥藤原宮跡発掘調査部 深澤

参加者 :630名 調査面積 :440∬

◆ 2001年 3月 20日 (火 )

飛鳥藤原第 111次 (吉備池廃寺 )

飛鳥藤原宮跡発掘調査部 箱崎

参加者 :1000名  調査面積 :H40活

孝之

芳英

重敦

義晴

芳樹
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研究集会

◆官営工房研究会

2000:子 12月 15日

通算9回めを数える宮営工房研究会。今回

は高橋照彦氏 (奈良国立博物館)「古代の三

彩・緑釉陶器生産」、保坂智子氏 (栃木県上

三川町教育委員会)「上神主遺跡とその文字

瓦」、田熊清彦氏 (栃木県埋蔵文化財センタ

ー「下野国内とその文字乱 、大橋康夫氏 (同)

「上神主遺跡と水道山瓦窯」の4本の報告を

めぐって活発な討論、意見交換をおこなった。

◆古代律令国家の須恵器の調納制を考えるH
2000年 11月 25～ 26日

開催目的は、都城出土須恵器を徹底的に群

別し、それぞれの群の産地を各地の研究者と

ともに検討し、古代における須恵器の調納制

の十体を明らかにすることである。11月 25・

26日 に開催、須恵器研究者約 35名が集う。

都城側から5本、生産地側から3本の研究報

告をおこない、活発な意見交換がなされた。

◆保存科学研究集会

2000年 12月 7日

「出土木製品の保存処理における諸問題」

をテーマに、保存科学研究集会をおこなった。

今回の研究集会は、「出土木材の保存処理研

究において、学会などで報告される事例は良

好な結果の得られたものばかりであるが、む

しろ失敗例を報告し、問題点とその対応を共

有することが望まれる」とのコンセプトにも

とづいておこなわれた。研究集会では、まず、

当研究所埋蔵文化財センター長・沢田正昭氏

より、「過去 。現在・未来」という演題で日

本における出土木製品の保存処理の歴史、現

状および将来の展望について基調講演がおこ

なわれ、続いて、元興寺文化財研究所保存科

学センター長・増沢文武氏より「出土木材の

保存処理で生じた問題点と対応」と題する特

別講演がおこなわれた。研究発表では、専門

家から保存処理の事例、失敗例、解決策など

の保存処理の現場において大いに役に立つ報

告がおこなわれた。ポスター発表では、各自

治体などにおいて実際に保存処理に従事する

方々から、多くの事例を紹介していただいた。

保存処理の失敗の中には、いまだその原因が

究明されていない問題も多い。今後はこれら

の問題についてさらに研究を進める必要があ

る。失敗例を報告するということはきわめて

困難なことではあるが、それらをあえて報告現地説明会 (平城第315次 )

ヽ



l調査と研究

し、問題点と解決策を広く共有することがで

きたことはきわめて意義深い。

保存科学研究集会発表風景

◆遺跡GIS研究会

2000年 11月 26日

埋蔵文化財センター情報資料室では、

2000年 11月 26日 、遺跡GIS研究会を「考

古学GISの現状と課題 考古学における空間

分析法と情報の共有化」のテーマのもと開催

した。本年で第 5回 目となるこの会は、GIS

(地理情報システム)の考古学分野での応用

を研究する会で、文部省科学研究費の成果な

どの研究発表のほか、機器やソフトの展示も

行い盛会であった。

会は、まず奈良大学の泉拓良氏が科研費の

概要を説明、森本が「発掘調査と空間データ

奈良国立文化財研究所を例として」をおこな

った。昼食後、九州大学の宮本一夫氏が「欧

米における考古学 GIS」 を発表後「考古学に

おける空間分析法」と題したパネルディスカ

ッションをおこなった。その後、東京大学の

貞廣幸雄氏が「クリアリングハウスとメタデ

ータ」、奈良大学の碓井照子氏が「考古学に

おけるクリアリングハウスとメタデータJを

発表した。

文部省科学研究費助成研究

◆考古科学の総合的研究

代表者・沢田正昭 COE形成基礎研究 継続

1998年度から始まった考古科辛の研究拠

点形成の研究は、3年目を終えた。本研究は、

遺跡調査法研究部門・環境考古学研究部門・

古年輪研究部門・保存科学研究部門の4部門

の研究課題に沿って実施している。

◆古文書料紙原本の基礎的データ測定記録装

置の研究製作

代表者・綾村 宏 基盤研究 (A)(1)継続

本研究の目的は、古文書料紙の縦横の法量、

厚さ、重さ、色調を測定記録し、古文書自体

の画像を記録する装置を製作することである

が、最終年度である今年度沢1定記録装置は完

成した。装置の重量などいくつかの改良点は

あるが、今後この装置を使用して料紙のデー

タを収集するとともに、出来るだけ範囲で装

置をより修正していきたい。なお装置の仕様

など記載した冊子を作成した。

◆GISを用いた古代部城の用排水系統に関

する総括的研究

代表者・田辺征夫 基盤研究 (A)(2)継続

本研究は2年 目を迎えた。昨年実施した奈

文研調査分の平城京条坊側溝計測データの収

集に引き続き、奈良市教育委員会実施分の条

坊遺構データの収集、整理を進め、平城京域

の標高デジタルモデルの作成作業を続けてい

る。また排水路としての溝遺構の土木工学的

評価作業を平城宮内検出の基幹排水路遺構を

モデルに試みた。これまでの研究成果と展望

について 10月 に東京・工学院大学で開催さ

れた地理情報システム学会において発表した。

◆唐代古墳壁画の転写 。輸送 。保存修復に関

する科学的研究

代表者・町田 章 基盤研究 (A)(2)継続

墓室からはぎ取られた壁画の総合的調査と

その劣化防止・壁体の強化・はぎ取り技術な

どの開発研究をおこなった。唐代壁画顔料の

接着剤に関しては、中国で 70年来の実績を

持つ、桃ヤエの可能性を示唆。はぎ取った壁

画の背面を強化する素材を検討。古代顔料の

分析結果をもとに色見本カードを作成し、そ

の耐候性について測定。

唐代壁画・塑像の保存実験

◆アジア地域における陶磁器の流通に関する

自然科学的研究

代表者・沢田正昭 基盤研究 (A)(2)継続

スミソニアン研究機構・フリヤー美術館の

陶磁器ヨレクションのうち、クメール陶器に

ついて化学分析的共同研究を実施。美濃・瀬

戸・九谷 。唐津などの窯跡出土品、消費地出

土品など約 260点の陶磁器片の分析。ベ ト

ナム。タイ・カンボジアなどの陶磁器の分析。

国際研究発表会をワシン トン DCで 開催

(1999年 3月 8日 )。

◆動物考古学的方法による日本、および周辺

地域における古代家畜史の研究

代表者 。松井 章 基盤研究 (BXl)新規

縄文、弥生遺跡から出上した動物遺存体の

中で、家畜の可能性のあるイノシシ 。ブタの

骨を選び、DNAや炭素・窒素安定同位体に

よる食性分析をおこなった。11月 6日 から

16日 まで韓国を訪問して、プサンからソウ

ルまで主要研究機関を訪間し、主として原三

国時代 (1～ 3世紀)の遺跡から出上した動

物遺存体を実見し、ブタ。イノシシ、ウシ、

ウマなどの骨を選別して、その計測を行い、

DNA、 安定同位体分析用のサンプルを採取

した。その結果、 3世紀段階で、豚の飼育、

骨の利用技術について韓国が日本に大きな影

響を与えていることを明らかにできた。

韓国慶州出上のウマの頭蓋骨

(三国新羅時代 嶺南文化財研究院発掘)
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◆東アジアにおける古代庭園遺跡の調査研究

代表者・高瀬要― 基盤研究 (BX2)新規

日本、中国、韓国における古代庭園の系譜

を明らかにする研究の初年度。中国と韓国の

計 12箇所の遺構について調査担当者に面接

し情報をあつめた。また、2001年 2月 24・

25日 には日本と韓国の庭園史研究者、庭園

遺跡発掘担当者などをあつめてシンポジウム

を開催し、情報交換と意見交換をおこなった。

◆中世後半から近世における瓦生産の研究

代表者 。山崎信三 基盤研究 (C)(2)継続

本州における中世末から近世前半の瓦を、

中世末期、近世 I期 (1575～ 1583)、 近世H

期 (1583～ 1591)、 近世Ⅲ期 (1591～ 1607)、

近世Ⅳ期 (1607～ 1640)、 近世Ⅲ期 (1640

～ 1680)`こ細分した。製作技法上は」期初頭

に鉄線切りの普及があり、V期末に軒平瓦の

瓦当上縁における中央幅広の向収りが消失する。

◆錯帯の規格性からみた律令位階推定法の確立

代表者・松村恵司 基盤研究 (C)(2)継続

平城京の銅鋒にみられる規格性が、全国出土

の錯帯に貫徹し、その寸法差が位階差に対応す

るか否かの検討を目的とした研究。最終年の本

年度は、3ケ年の研究成果をとりまとめるべく、

2000年 11月 16。 17日 に研究集会「鋳帯をめ

ぐる諸問題」を開催し、研究者間で位階表示機

能の存否をめぐる討議を行った。全国出土銅鋳

集成は約 2000点に達し、あわせて海外の関連

資料も収集した。集会記録は来年度に刊行予定。

◆馬具副葬品古墳の階層性と地理的分布に関

する研究

代表者・花谷 浩 基盤研究 (C)(2)継 続

中期以降の古墳で、副葬品の中に馬具を含む

ものと無いものとがある。しかも、馬具を副葬す

る古墳の数は地域によって大きな偏差があること

が知られている。この現象が何に起因するのか

を知りたいと思った。馬具副葬古墳の資料を収

集しデータベース化をおこなうと、数と規模は地

域や古墳群によっていくつかのパターンにわかれ、

古墳数の少ない地域では大型古墳に集中するケ

ースがある。これらは、各地域での権力構造や

軍事編成に直結する可含〕F■が高い。

◆日本庭園・庭園史関連用語の英語訳に関す

る研究

代表者 。小野健吉 基盤研究 (C)(2)継続

三年間にわたる研究の最終成果として、『和

英対照 日本庭園用語辞典』 (Bihngual
l」apanese&Englshl Dictionary Of Japanese

Carden Terms)を刊行した。本書の見出し項

目は、552項目。各項目は、見出し項目を和文 。

和文訓み (ひらがな)・ ローマ字・英文で示し、

解説文を和文および英文で付し、必要に応じ

て図版を添えた。300部を印刷し、国内外の

関連研究機関・研究者に配布した。まな 米国・

ハーバード大学ダンバートンオークス研究所お

よびニュージーランド・リンカーン大学で研究

成果公表をおこなった。

◆古代東アジアにおけるガラス生産の基礎研究

代表者 。川越俊― 基盤研究 (C)(2)継続

今年度は、日輸出上のガラス製品の比較検討

の為、関係資料を収集し、一部データベース化

するとともに、韓国出土のガラス製品、砲弾ガ

ラス増蝸、小玉用鋳型を実見し、調査をおこな

った。韓国出土については約 100遺跡からの

出土資料の整理を終了したが、日本出土品は莫

大な量に及ぶ為、西日本出土品を中心に整理

作業を進めている。

◆弥生時代タタキ技法の波及経踏

代表者・深澤芳樹 基盤研究 (C)(2)継続

本年度は、本研究の第2年目にあたり、さらな

る資料の充実をはかった。日本国内での検討はも

とより、大韓民国でも南海岸部と西海岸部を訪ね、

研究者との意見交換をおこない、あわせて資料を

見学した。その結果、弥生土器のタタキ技法は、

韓半島西南部地域の土器に同一の技法があって、

これに由来する可能性が高いことが判明した。

◆歴史的な建物の活用にともなう保存修復の具

体的なあり方の研究 ―事例集と指針の作成―

代表者 。木村 勉 基盤研究 (C)(2)継続

活用をともなう近代建築を主とした指定文化

財全般の歴史的建造物の修復を対象にして、

あらためて保存の基本理念を整理・確認する

とともに、活用事例を具体的修理方法に及ん

で分析し、検討のうえ保存修復の適切なあり

方を指針案として示した。

◆吉代ガラスの色調と材貰に関する科学的研究

代表者・肥塚隆保 基盤研究 (C)(2)継続

本年度は日本で出上しているインドパシフィック

系ビーズに着目した調査・研究をおこなった。ム

チサラは弥生時代後期の遺跡から少量が出土して

おり、高アルミナソーダ石灰ガラスで作られている。

インド・アリカメドウを起源とすると推定された。

◆超臨界点乾燥法を用いた有機買遺物の新規

保存処理法の開発

代表者・高妻洋成 基盤研究 (C)(2)継続

出土木材を超臨界点乾燥法により保存処理

するための最適条件を検討するため液化炭酸

流量と乾燥度の関係を検討した。冷却した液

化炭酸を流入させ、10o気圧昇圧後 40℃ ま

で昇温して所定時間静置した後減圧した場合は、

含水率の高い出土木材の方が乾燥しやすいこと、

および所定時間液化炭酸を流通させたあと減

圧した場合には液化炭酸の量が多いほど乾燥

が進むことが明らかとなった。

◆古代金属系の材質と製作技法の歴史的変遷

に関する材料科学的研究

代表者・村上 隆 基盤研究 (C)(2)継続

金属糸の歴史的変遷を探るために、現代の

金糸の製作技法を調査した。また、わが国で

出土した古代金糸の製作技法の背景には、厚

さ10～ 30 μmの金製薄板製作の重要性があ

ることを確認することができた。さらに、細型

の金製耳環が金薄板を応用した製作技法によ

つて作られていることをはじめて解明し、これ

を「金薄板積層形成法」と名づけた。
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◆日本古代宮都の官衛配置の研究

代表者・渡遇晃宏 基盤研究 (C)(2)新規

平城宮の官衛配置を考察する基礎資料として、

木簡・墨書土器を始めとする出土文字資料のう

ち、宮城の構造を考える素材となる史料を抽出

して整理する作業をおこない、出土遺構と合わ

せて当該地の性格を考察した。また、続日本紀

など奈良時代の文書史料から、平城宮などの

都城関連史料を抽出する作業をおこなった。

◆古代の非鉄金属生産の考古学的研究

代表者・小池伸彦 基盤研究 (C)(2)新 規

本研究は、古代手工業生産の基盤を支えて

いた金・銀・銅・鉛・錫 。アンチモン地金の

生産様式の解明を目的とする。今年度は佐渡

西三川砂金産地、対州鉱山、伊予市之川鉱山

等の踏査を実施、関連資料を収集した。また、

長登銅山跡 。平原第「遺跡出土の鉛製錬・精

錬関連資料の調査をおこない、検討を加えた。

◆古代の穎穀収取に関する考古学的研究

代表者・山中敏史 基盤研究 (C)(2)新規

郡衡正倉および古代豪族居宅関係遺跡につ

いて、調査報告書掲載の総柱高床倉庫遺構の

データを収集するとともに、柱穴の形状に留意

した土木工法の類型区分の作業を始めた。また、

穎穀収納倉庫の具体的な規模・構造などのわ

かる蒐状資料や木簡の収集作業を進め、一部「郡

衡正倉関係史料集」 (『郡衡正倉の成立と変遷』

(奈良国立文化財研究所発行))として公表した。

◆中世室生寺の復興

代表者 。箱崎和久 奨励研究 (A)新規

北京律僧である空智房忍空 (1232～ 1318)

は、後宇多法皇の帰依を受け、延慶元年

(1308)に 室生寺灌頂堂を建立した。舎利信

仰の高揚とともに復興する室生寺は、忍空の

人脈により、関東の北京律寺院とも密接な関

係があると考えられる。

◆古墳時代における軍事組織形成過程の研究

代表者・豊島直博 奨励研究 (A)継続

古墳から出上した鉄製武器を集成する作業

を進め、実測図の作成と写真撮影をおこなった。

畿内では武器の変遷を明らかにし、畿内以外

の地域でも、武器の形態や組み合わせの変化

に畿内との共通性を確認した。ただし、古墳

時代前期における武器の副葬量や、中期にお

ける武器副葬古墳の規模や分布には地域差が

見られ、軍事組織の地域差について考察する

手がかりを得た。

学会 。研究会等の活動

◆木簡学会研究集会

2000年 12月 2・ 3の両日、第 22回木簡学会研究集会

が奈良国立文化財研究所平城宮跡資料館講堂においておこ

なわれた。 2日 は、何双全「敦埋懸泉置遺跡の発掘一漠代

の駅と木簡」、犬飼隆「7世紀木簡の国語史的義」の 2本の

研究報告、 3日 は、山下信一郎「2000年全国出上の木簡」、

清水みき「長岡京東院跡出土の木簡」、湯川善一「石川県津

幡町加茂遺跡出土の木簡」の3本の事例報告があった。また、

『木簡研究』第 22号を刊行した。(編集担当 吉川 聡)

(渡邊晃宏)

◆条里制 。古代都市研究会

2001年 3月 3～ 4日 の両日、第 17回条里制 。古代都

市研究会大会が奈良国立文化財研究所平城宮跡資料館講堂

にて開催された。 3日 は、「大宰府・多賀城・斎宮一調査・

研究の最前線一」を大会テーマとして、今泉隆雄「多賀城

の創建一郡山遺跡から多賀城ヘー」、井上信正「古代大宰

府街区の変遷」、山中章「斎宮の「都市」計画一方格地割

の計画方法―」の 3本の研究報告とコメント、討議がおこ

なわれた。 4日 には、徳島市観音寺遺跡 (阿波国国府推定

地)、 滋賀県草津市野路岡田遺跡、石川県津幡町加茂遺跡、

長岡京右京六条一坊、平安京右京三条二坊十六町の発掘調

査成果が報告された。 (山中敏史)

◆埋蔵文化財写真技術研究会

2000年 7月 7～ 8日 に第 12回総会および研究会をお

こなった。

7月 7日 :総会 参加者 146名 (含む委任状)。 講演

参加者 79名「デジタルカメラのメリット、デメリット」

(川瀬敏雄氏 :(株)堀内カラー)

7月 8日 :講演 参加者 126名 「銀塩のオリジナル性

とデジタルの多様性」 (大橋正清氏 ;(株)日本写真印刷)

「報告書レイアウトの実際」 (戸村雅英氏 ,(株)ド ラマ

ックス)。 公開講座 「デジタル・アナログ疑問点」

(玉内公一氏 :コ メット (株))

本年の研究会では報告書印刷におけるデジタル技術の適

用や利用範囲など、主にデジタル技術の利用に関して発表 。

討議をおこなった。 (中村一郎)
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